

















年次を j，年齢階級を iとして，j＝１，２，―― ―，n．i＝１，２，―― ―，m（n＝３１，m＝１０）






z（ j，i）を（１，１），（１，２），―― ―（１，m），（２，１），（２，２），―― ―（２，m），―― ―の順に積み上げた nm
×１の列ベクトルを z，同じ要領でWℓ（ j，i）を積み上げた列ベクトルをWℓと記す。
ベクトルの△pℓ，△z，および△Wℓを次のように定義する：
△pℓ（ j）＝pℓ（ j＋１）－pℓ（ j），j＝１，２，―― ― ―，n－１
として，△pℓ（ j）の列ベクトルを△pℓと記す。





























＞λ１，λ３＞λ２，― ― ―）。正の固有値に対応する固有ベクトルを eiとして行列 F＝［e２，e３，― ―en］を作る
































２．３ Almost Ideal Demand System（AIDS）について
AIDSによると，














０ １ ０ ０ P１（t） ０ P２（t）P３（t） ０ ０ Z（t） ０





















εt～N（０，φ－１），φ は３×３の precision matrix.

















Yt＝Ut＊λ＋Xβ＊△β＋Xγ＊△γ＋εt t＝１，２，―― ― ―（n－１）m （２）


























１ ０ △P１（t） ０ △P２（t）△P３（t） ０ ０ △Z（t） ０















推定値 分散 推定値 分散
γ１０ ０．０３０４２ ０．００１３ ０，０３１３ ０．００１３
γ２０ －０．０６３２１ ０．００５５２ －０．０６４９１ ０．００５４









みかん P りんご P バナナ P 他果物 P 果物支出
みかん －０．９５５
（０．００１２）















みかん P りんご P バナナ P 他果物 P 果物支出
みかん －０．９５５
（０．００１１）

















みかん P りんご P バナナ P 他果物 P 果物支出
みかん －０．８３２
（０．００５６）















みかん P りんご P バナナ P 他果物 P 果物支出
みかん －０．７００
（０．０１０１）
























推定値 分散 推定値 分散
γ１０ ０．００８７ ０．００００３ ０，０１５４７ ０．００００６
γ２０ ０．０２３１６ ０．００００８ －０．０１３３２ ０．００００５










ただし，t＝１，１，―― ― ― ―，nm





（５）式の εtの共分散 φ－１を，φ－１＝σ２Ωとして，Ωを Deaton（１９７５）に従って，次のように特定化す
る：
Ω（i，i）＝WAM（i）（１－WAM（i）），i＝１，２，３

























０ I３０σb２ ０ （７）
０ ０ I１６σb２
σa，σb，および σcには，（６）式による推定値を代入する。






みかん P りんご P バナナ P 他果物 P 果物支出
みかん －０．５６９
（０．０１８０）















みかん P りんご P バナナ P 他果物 P 果物支出
みかん －１．７８７
（０．０３０５）
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